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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度）

イ ギリ ス のナ ショ ナ ルカ リキ ュ ラム は， 2 0 14 年 に大 幅 な改 訂が 行 われ た（ 2 0 13 年 9 月 告 示， 2 0 1 4
年 9 月施 行 ）。 こ の新 ナシ ョナ ル カリ キュ ラ ムで は， 内 容の 詳細 な 記述 が省 略 され ，指 導 内容 の提 示

が簡 略化 さ れた 。こ の 改訂 に先 立 ち， 2 0 1 0 年 にア カデ ミ ー法 が制 定 され （ T he  Ac a de mie s  A c t  
2 01 0），ア カデ ミー と して 承認 さ れた 学校 は 実質 ナシ ョ ナル カリ キ ュラ ムに 沿 う必 要が な くな った 。

2 01 8 年 5 月 時点 で， ア カデ ミー と なっ た学 校 は 7 3 0 0 校以上 であ り ，公 立学 校 の約 3 5％ が アカ デミ

ーと なっ て いる （ Df E,  2 01 8）。 2 0 1 8 年 1 月時 点で は， 初 等教 育に お いて は 2 7 %，中 等教 育 にお いて

は 7 2 %の子 ども たち が アカ デミ ー で学 ぶと さ れて いる 。 この よう な 流れ は， も とも とガ イ ドラ イン

とし ての 役 割が 強か っ たナ ショ ナ ルカ リキ ュ ラム の効 力 が， 学校 音 楽科 教育 に おい て更 に 弱め られ

たと 考え ら れる 。そ れ ゆえ ，中 等 教育 にお い ては ，そ の 修了 試験 で ある GCSE  ( Ge ne ra l  Ce r t i f i c a t e  o f  
Sec o nd a ry  E d uca t i o n )  の 内容 が， 実 際の 指導 内 容の 中核 に 置か れる 傾 向に ある 。 一方 で， 2 0 10 年 に

Ebacc（ E n gl i sh  Bac ca l a u rea t e） が発 表さ れ， こ れら は学 校 への 行政 評 価の 対象 と なる 科目 で あり ，英

語， 数学 ， 科学 が中 心 に置 かれ ， 芸術 科目 が 含ま れて い ない 。 2 0 1 7 年に 保守 党 のマ ニュ フ ェス トと

して ， 2 0 2 5 年ま で（ つ まり 2 0 2 7 年の GCSE）に ， 9 0 %の生 徒が こ の E bac c の科目 を勉 強 する こと を

目標 とす る と発 表し た 。こ れら の 流れ を受 け ，学 校の 中 での 音楽 科 の学 習の 位 置付 けは 多 様化 を見

せ， GCSE にお いて 音 楽を 受験 科 目と して 選 ぶ生 徒は 年 々減 少し て いる 。

2 0 1 4 年に 改定 され た ナシ ョナ ル カリ キュ ラ ムを 受け ， 2 01 5 年に G C SE の 音楽 の最 終評 価 の割 合が

発表 され た 。そ れま で ，「 聴 取と 価値 判断 」 が 2 0 %，「 作曲 と価 値 判断 」が 2 0 %，「 演奏 」 が 4 0 %，

「作 曲」 が 2 0%で 構成 され てい た が， 改定 後 は，「 演奏 」が 3 0 %， 作曲 が 3 0 %，「 聴 取と 価値 判断 」

が 4 0 %とな り， 音楽 に おけ る受 容 とそ の価 値 判断 が重 要 視さ れた 結 果と なっ た 。ま た， 評 価方 法は

それ まで A +から G まで の 8 段階 か ら， 9 か ら 1 の 9 段階 に変 更さ れ た。 この 新 しく 設定 さ れた 規定

によ り， GC SE を 2 01 8 年に 受験 す る生 徒向 け のテ キス ト が新 しく 発 刊さ れた 。 G C SE 音 楽 の試 験内

容の 3 つ 目 であ る「 聴 取と 価値 判 断（ また は 音楽 理解 ）」の 内容 の 検討 を行 う ため ， E de x ce l， AQA，

O C R の 3 つの試 験機 関 によ る試 験 に向 けて 作 成さ れた テ キス トを 2 社分 （ C G P， R h i n e go l d  
Educ a t ion） 選定 した 。 G C SE の 内 容に 関し て ，各 社が 出 版し てい る 教材 の内 容 分析 を行 っ たと こ

ろ， 我が 国 の中 等教 育 修了 段階 と 比較 した 場 合， いく つ か特 徴が 挙 げら れる 。 まず ，音 楽 理論 の学

習要 素が 多 く見 られ る こと であ る 。基 本的 な 楽典 だけ で なく ，作 曲 手法 や楽 曲 の構 成等 に 関し ての

知識 を獲 得 する こと が 目指 され て おり ，実 際 の教 材も 楽 譜だ けで な く， 言葉 に よる 説明 が かな りを

占め てい る 。 GCSE の 試験 に「 作 曲」 が含 ま れる こと か ら，「 聴取 と価 値判 断 」の 領域 で 学習 する 楽

曲に 関す る 知識 が「 作 曲」 へも 有 機的 に作 用 する こと と 考え られ る 。ま た， 教 材曲 の範 囲 に世 界各

国の 音楽 ， 様々 な時 代 の音 楽が 幅 広く 取り 扱 われ るこ と も特 徴で あ る。 ラテ ン 音楽 ，ジ ャ ズ， ブル

ース ，映 画 音楽 ，ゲ ー ム音 楽， フ ュー ジョ ン 等も 含ま れ る。 それ ら の楽 曲は 単 に聴 取し て 雰囲 気を

味わ うの で はな く， リ ズム 構成 や 楽器 に関 す る知 識， 歴 史的 背景 等 ，多 岐に 渡 る内 容を 理 解す るこ

とが 求め ら れる 。そ れ らの 知識 は ，リ スニ ン グ試 験の 内 容と 関連 し てい る。 ナ ショ ナル カ リキ ュラ

ムが 実質 は 簡略 化さ れ ， GCSE に おけ る音 楽 科目 の受 験 者数 の減 少 や， 学校 の 行政 評価 対 象外 とさ れ

てい る社 会 的背 景の 中 ，内 容構 成 は変 更が 見 られ る部 分 もあ るが ， G C SE 音 楽 の試 験内 容 は依 然と し

てこ れま で の量 と質 を ほぼ 維持 し たま まで あ ると 考え ら れる 。

【研究成果発表方法】 
以下 にお い て， 口頭 発 表（ 単独 ） を行 った 。

日本 音楽 教 育学 会第 49 回岡山 大 会， 岡山 大 学， 2018 年 10 月  

「イ ギリ ス の学 校音 楽 科教 育に 対 する 社会 的 な取 り組 み −2010 年以 降の 変化 に 着目 して −」発 表要 旨

集  p.31 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。

※ 本 経 費 を 用 い て ， 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は ， 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。

な お ， 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。




